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２ 入札制度について 

第５ 厚生委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 認定第１７号 平成２３年度 飯塚市立病院事業会計決算の認定 

２ 請願第 ７号 知的障害者が安心して暮らせる入所施設の新設を求める政府意見書の 

提出についての請願 

３ 市立病院の運営について 

４ 高齢者福祉対策について 

５ 子育て環境について 

第６ 市民文教委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 学校施設等の再編について 

第７ 経済建設委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 認定第１４号 平成２３年度 飯塚市水道事業会計決算の認定 

２ 認定第１５号 平成２３年度 飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計決算の認定 

３ 認定第１６号 平成２３年度 飯塚市下水道事業会計決算の認定 
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５ オートレースの運営について 

６ 産業振興について 

７ 建設行政について 

第８ 庁舎建設特別委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 庁舎建設に関することについて 

第９ 平成２３年度決算特別委員長報告（質疑、討論、採決） 

１  認定第 １号 平成２３年度 飯塚市一般会計歳入歳出決算の認定 

２  認定第 ２号 平成２３年度 飯塚市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

３  認定第 ３号 平成２３年度 飯塚市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 

４ 認定第 ４号 平成２３年度 飯塚市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

５  認定第 ５号 平成２３年度 飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定 

６  認定第 ６号 平成２３年度 飯塚市小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算の認定 

７  認定第 ７号 平成２３年度 飯塚市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 

８  認定第 ８号 平成２３年度 飯塚市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 

９  認定第 ９号 平成２３年度 飯塚市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定 

10  認定第１０号 平成２３年度 飯塚市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定 

11  認定第１１号 平成２３年度 飯塚市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定 
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12  認定第１２号 平成２３年度 飯塚市汚水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 

13  認定第１３号 平成２３年度 飯塚市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定 

第 10 議案の提案理由説明 

１ 議案第８８号 平成２４年度 飯塚市一般会計補正予算（第７号） 

２ 議案第８９号 平成２４年度 飯塚市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

３ 議案第９０号 平成２４年度 飯塚市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

４ 議案第９１号 平成２４年度 飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

５ 議案第９２号 平成２４年度 飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号） 

６ 議案第９３号 平成２４年度 飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２号） 

７ 議案第９４号 平成２４年度 飯塚市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

８ 議案第９５号 平成２４年度 飯塚市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号） 

９ 議案第９６号 平成２４年度 飯塚市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

10  議案第９７号 平成２４年度 飯塚市汚水処理事業特別会計補正予算（第１号） 

11 議案第９８号 平成２４年度 飯塚市学校給食事業特別会計補正予算（第３号） 

12 議案第９９号 平成２４年度 飯塚市水道事業会計補正予算（第３号） 

13 議案第１００号 平成２４年度 飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計補正予算（第２号） 

14 議案第１０１号 平成２４年度 飯塚市下水道事業会計補正予算（第１号） 

15 議案第１０２号 平成２４年度 飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号） 

16 議案第１０３号 飯塚市事務分掌条例の一部を改正する条例 

17 議案第１０４号 飯塚市教育事務の職務権限の特例に関する条例 

18 議案第１０５号 飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

19 議案第１０６号 飯塚市立小学校設置条例の一部を改正する条例 

20 議案第１０７号 飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目的外使用に関する条例 

21 議案第１０８号 飯塚市公民館条例の一部を改正する条例 

22 議案第１０９号 飯塚市立図書館条例の一部を改正する条例 

23 議案第１１０号 旧伊藤伝右衛門邸条例及び飯塚市歴史資料館条例の一部を改正する条例 

24 議案第１１１号 飯塚市立保育所条例の一部を改正する条例 

25 議案第１１２号 飯塚市子育て支援センター条例の一部を改正する条例 

26 議案第１１３号 飯塚市放課後児童健全育成事業実施条例の一部を改正する条例 

27 議案第１１４号 飯塚市児童センター及び児童館条例の一部を改正する条例 

28 議案第１１５号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条例の一部を改正する条例 

29 議案第１１６号 飯塚市介護サービス事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例 

30 議案第１１７号 飯塚市廃棄物の減量及び処理の適正化等に関する条例の一部を改正する 

条例 

31 議案第１１８号 飯塚市小型自動車競走実施条例の一部を改正する条例 

32 議案第１１９号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条例 

33 議案第１２０号 飯塚市道路構造の基準に関する条例 

34 議案第１２１号 飯塚市道路標識の寸法に関する条例 

35 議案第１２２号 飯塚市移動等円滑化に必要な道路の構造に関する基準を定める条例 

36 議案第１２３号 飯塚市準用河川の河川管理施設等の構造の基準に関する条例 

37 議案第１２４号 飯塚市市営住宅条例の一部を改正する条例 

38 議案第１２５号 飯塚市市営住宅等整備基準条例 

39 議案第１２６号 飯塚市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

40 議案第１２７号 飯塚市下水道条例の一部を改正する条例 

41 議案第１２８号 財産の譲渡(鎮西保育所) 

42 議案第１２９号 福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更 

43 議案第１３０号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散 

44 議案第１３１号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴う財産処分 
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45 議案第１３２号 飯塚市過疎地域自立促進計画の一部変更 

46 議案第１３３号 市道路線の認定 

47 議案第１３４号 専決処分の承認(平成２４年度 飯塚市一般会計補正予算(第６号)) 

 

○会議に付した事件 

 

 議事日程のとおり 

 

○議長（兼本鉄夫） 

 これより、平成２４年第４回飯塚市議会定例会を開会いたします。 

会期決定の件を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの２２日間といたしたいと

思います。これに、ご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１２月２１日までの２２日間とす

ることに決定いたしました。 

行政報告に入ります。市長。 

○市長（齊藤守史） 

おはようございます。本日、平成２４年第４回市議会定例会を招集するに当たり、９月以降、

本日までの事務事業の大要を報告し、審議の参考に供したいと存じます。 

まず企画調整部について報告いたします。１０月７日に、福岡市の天神中央公園におきまして、

「筑豊フェア２０１２」を開催いたしました。食や観光情報など、筑豊地域の魅力を福岡都市圏

住民に発信するために開催したもので、本市からも１０団体に出展していただきました。昨年同

様約９千人の来場者でにぎわい、飯塚市の魅力をＰＲできたイベントになりました。今後もこの

ようなイベントを通じて、飯塚市の魅力の発信に努めてまいります。１０月２８日に、国際交流

の推進を図るため、飯塚国際交流推進協議会と連携して「飯塚国際交流市民のつどい２０１２」

を開催いたしました。「筑前の國いいづか街道まつり」会場では、フードコーナーに４カ国の外

国人による「お国自慢料理コーナー」を出店し、多くの市民の方に外国料理を味わっていただき

ました。また、イイヅカコミュニティセンターでは、高校生による英語スピーチ及び外国人によ

る日本語スピーチのコンテストを行い、国際文化の紹介、交流を図りました。今後もこのような

イベントを通じて、国際交流の推進に努めてまいります。１０月１日に、自治体における電算シ

ステムの効率化と機能向上を図るため、任意協議会であります「北部九州情報化推進協議会」を

直方市、大川市、熊本県荒尾市、芦屋町、遠賀町及び本市の４市２町により設立いたしました。

今後、自治体クラウドによる電算システムの共同利用及び業務の標準化に取り組んでまいります。

中心市街地活性化事業であります飯塚緑道整備事業につきましては、１０月２５日に、第１回

ワークショップを開催いたしました。今年度に計４回のワークショップを開催し、飯塚緑道を歩

行者に優しく、人が集い交流する空間として、整備計画を作成してまいります。１０月１５日に、

飯塚市都市計画審議会が開催され、飯塚本町東土地区画整理事業及び吉原町１番地区第１種市街

地再開発事業に関する都市計画決定について承認されました。この答申を受け、県と協議を行い

１２月中旬の都市計画決定告示に向け取り組んでまいります。また、１１月７日に、飯塚本町東

土地区画整理事業の事業計画案を県に提出しましたので、今後、国・県との協議を行ない、区画

整理事業の都市計画決定後に事業計画案の法定縦覧期間や意見書提出期間を設けることにしてお

ります。 

次に総務部について報告いたします。暴力団排除・生活安全につきましては、１０月１２日に

市民、関係団体等、約１,１００人が参加し、「飯塚市暴力追放・生活安全住民総決起大会」を
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開催いたしました。また、１１月２８日には市民・関係団体等、約５５０人が参加し、飯塚警察

署と合同で「安全・安心まちづくり年末特別警戒合同推進大会」を開催いたしました。今後も市、

警察、消防、ボランテｨア団体、市民の連携推進を図り、犯罪のないまち、安心して暮らせるま

ちの実現に向け、積極的な運動を展開してまいります。消防につきましては、９月９日に福津市

の福岡県消防学校において、第２２回福岡県消防操法大会が開催され、飯塚市消防団穂波方面隊

が「自動車ポンプの部」に出場し、３カ月に及ぶ訓練の成果を遺憾なく発揮いたしました。

１１月３日には、市勢振興功労者表彰式を執り行い、永年にわたり市勢振興に寄与され、市民の

模範となる功労顕著な方々２８名に表彰状を贈呈し、その功績をたたえました。庁舎建設につき

ましては、基本計画を策定し、９月議会で関連予算の議決を受け、１０月に新庁舎オフィス環境

整備支援業務委託及び新庁舎建設工事設計業務委託のプロポーザルの公告を行いました。オフィ

ス環境整備支援につきましては、１１月１日に業者を特定し、契約を行いました。また、設計に

つきましては、技術提案書の提出要請中であります。 

次に経済部について報告いたします。１１月１５日から１２月１１日まで、旧伊藤伝右衛門邸

におきまして、秋の展示会「産炭地の風景」を実施いたしております。１１月２３日から本日ま

で、麻生大浦荘の特別公開を実施し、多くの観光客に秋の紅葉を楽しんでいただきました。また、

長崎街道筑前六宿開通４００年記念イベントの一環として「２０１２いいづかオータムフェス

タ」と銘うち、１０月２８日に「筑前の國いいづか街道まつり」を、１１月３日、４日に「かい

た産業まつり」を、１１月４日に「産業祭りＩＮちくほ」を、１１月１０日、１１日に「ふれ愛

庄内」をそれぞれ開催し、多くの人出で賑わいました。ＮＨＫ福岡発地域ドラマ「スイーツ！～

嗚呼、甘き青春よ～」のロケが９月下旬から１０月上旬にかけまして飯塚市内で行われました。

多くの市民エキストラも参加しており、１２月７日午後７時３０分からＮＨＫ総合テレビで放映

される予定であります。また、１０月１日から、飯塚商工会議所と飯塚市商工会が連携して、秋

から年末にかけての商戦に向けてプレミアム付き商品券を発売し、好調なうちに完売いたしまし

た。 

次に市民環境部について報告いたします。１０月４日から、毎週木曜日の窓口業務延長に合わ

せて、弁護士による無料法律相談を本庁舎相談室で始めました。１０月２８日には、高齢者の交

通安全をテーマに、頴田まちづくり協議会主催による「かいたまちづくりフェスタ２０１２」が

開催され、２００人以上の参加者で賑わいました。１１月１１日には、「エコ工房まつり」を開

催いたしました。楽しみながら学べる各種体験教室に加え、フリーマーケットや地元農産物の販

売等を行い、参加者約６００人の方に環境保全の学習や体験をしていただきました。 

次に児童社会福祉部について報告いたします。子育て支援センターの利用者アンケートの結果

を踏まえ、１０月から「街なか子育てひろば」を土曜日も開所することといたしました。１０月

から１１月の土曜日７日間で５９６人、１日平均８５人の親子が利用されています。１１月

２３日には、「子どもの虐待防止講演会」を開催いたしました。虐待を受けた体験のある大牟田

市のこども家庭支援センター主任相談員の坂口明夫さんを講師にお招きし、「子どもたちを支え

るために」と題してご講演をいただきました。 

次に保健福祉部について報告いたします。１０月３日に、「平成２４年度飯塚市戦没者追悼

式」を執り行いました。ご遺族と一般参列者計３４２名の参加のもと、先の大戦における戦没者

の方々に対し、追悼の意を捧げ、ご遺族の心情を慰めると共に、平和への誓いを新たにいたしま

した。１０月２１日には、筑穂体育館及び筑穂公民館において、健康と福祉に対する理解を深め

ることを目的とした「みんなの健康・福祉のつどい２０１２」を開催いたしました。また、

１１月２９日には、市民後見人養成事業の養成講座開講式を行いました。講座の募集定員３０名

に対して１００名を超える応募があり、市民の成年後見制度に関する意識の高さが表れているも

のと考えております。 

次に都市建設部について報告いたします。「飯塚市防災（浸水）対策基本計画」に基づき、浸
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水対策事業として「有井排水路改良工事」ほか５件の新設工事及び「二瀬排水ポンプ場実施設計

委託」ほか９件の測量・設計委託業務を発注し、順次着工しております。 

次に教育委員会について報告いたします。１１月７日に、発達障がいのある子ども達の理解や

進学のあり方について、「飯塚市発達障がい研修会」を開催いたしました。今回で８回目となる、

この研修会は、発達障がいについて基本的な理解と認識を深め、適切な支援や連携した指導の充

実を目的に行っております。１１月１５日には、今年度２回目の学校開放日を実施いたしました。

今回も保護者や地域の方々多数のご参加、ご協力のもと、様々な教育活動が行われました。 

終わりに上下水道事業について報告いたします。１０月５日以降、伊岐須小学校ほか２つの小

学校で、職員が講師となって、水道水や水環境の「出前授業」を行いました。また、１０月

２７日には、一般公募の２０名を対象に「水環境学習会」を開催し、岩崎浄水場、鯰田共同浄水

場の見学と併せ、水道水の安全性や河川の水質保全の大切さについて理解を深めていただきまし

た。水道事業につきましては、第８期拡張事業として「太郎丸浄水場送水ポンプ施設改良（配

管）工事」ほか５件、老朽管対策として「鹿毛馬地区配水管布設替工事」ほか１件を１１月中旬

までに発注し、順次着工しております。下水道事業につきましては、終末処理場の「管理棟改築

（防水）工事」ほか３件、面整備として「鯰田第一汚水幹線管きょ布設(１工区)工事」ほか４件、

浸水対策として「浦田第一雨水幹線整備(３工区)工事」を１１月中旬までに発注し、順次着工し

ております。 

以上が９月市議会定例会以降、本日までの事務事業の大要であります。本定例会に提案申し上

げます案件は、平成２４年度補正予算議案１５件、条例議案２５件、専決処分の承認議案１件、

人事議案１件、その他の議案６件、報告７件であります。それぞれの議案は上程されました都度、

担当者に説明させますので、よろしくご審議の上、ご議決いただきますようお願い申し上げまし

て、行政報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

総務委員会に付託していました「コミュニティバスの運用について」、及び「入札制度につい

て」、以上２件を一括議題といたします。 

総務委員長の報告を求めます。１６番 上野伸五議員。 

○１６番（上野伸五） 

おはようございます。総務委員会に付託を受けていました調査事件２件について、審査した結

果を報告いたします。 

「コミュニティバスの運用について」は、執行部から「平成２４年度予約乗合タクシー・コミ

ュニティバスの運行状況について」補足説明を受け、種々審査いたしました。 

 その質疑応答の主なものとして、以前はコミュニティバスを利用していたが、現在は利用して

いない方、また、以前からコミュニティバスや予約乗合タクシーを利用していない方の意見はど

のように集約しているのかということについては、各地域や自治公民館で開催した１００カ所程

度の説明会や、未利用者を含めた市民アンケート調査等により意見の集約をしているという答弁

であります。 

次に、これまでの実証運行時と比べ、利用者状況及び年間利用者の見込み数はどうなっている

のかということについては、平成２３年度の１日当たりの平均利用者数は約４５３人であったが、

現在のコミュニティバスの１日当たりの平均利用者数は約７９人と少なくなっている。また、実

証運行時のコミュニティバスの年間利用者数は約１０万人であったが、今年度のコミュニティバ

スの利用者数は約２万１千人、予約乗合タクシーは、約２万６千人になると見込んでいるという

答弁であります。 

この答弁を受けて、併用方式になった本年度、バスとタクシーの年間利用者の見込み数の合計

が、実証運行時に比べ半分以下になっている状況についてどのように考えているのかということ

については、併用方式の運行内容を十分に周知できていないこと、また、予約乗合タクシーの登
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録、予約方法を十分にご理解いただいていないために利用を控えられていることが原因と考えて

いる。今後とも自治会単位での説明会等を行い、周知活動を続けていきたいという答弁でありま

す。 

次に、コミュニティバスの運行範囲を広げ、バス停数をふやせば、利用者の増加につながると

考えるが、来年度に向けてそのような検討は行っているのかということについては、本市の公共

交通体系の主体は予約乗合タクシーと考えている。生活する上で必要な通院や買い物には予約乗

合タクシーをご利用していただき、地域間の移動には、コミュニティバスをご利用いただきたい

と考えている。平成２５年度の運行については、国の考え方に基づき、民間の路線バス、タク

シー事業者に影響を与えない範囲内において、改善や見直しを行いたいという答弁であります。 

 以上のような審査ののち、本件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審

査とすることに決定いたしました。 

次に、「入札制度について」は、執行部から資料に基づき補足説明を受け、種々審査した結果、

本件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審査とすることに決定いたしま

した。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

総務委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「コミュニティバスの運用について」及び「入札制度について」、以上２件

の委員長報告は、いずれも継続審査であります。委員長報告のとおり決することに、ご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本件２件はいずれも委員長報告のとおり継続審査とすること

に決定いたしました。 

厚生委員会に付託していました「認定第１７号」、「請願第７号」、「市立病院の運営につい

て」、「高齢者福祉対策について」、及び「子育て環境について」、以上５件を一括議題といた

します。 

厚生委員長の報告を求めます。１３番 田中裕二議員。 

○１３番（田中裕二） 

厚生委員会に付託を受けていました認定議案１件、請願１件及び調査事件３件について、審査

した結果を報告いたします。 

「認定第１７号 平成２３年度飯塚市立病院事業会計決算の認定」についての審査における質

疑応答の主なものとして、監査委員の審査意見書において、九州各地のへき地診療所等へ代診医

派遣を行っているとあるが、平成２３年度はどの程度派遣していたのかということについては、

福智町の診療所等に毎月数日派遣を行っているという答弁であります。 

次に、現在、じん肺の診療はどのようになっているのかということについては、非常勤の医師

を週に１回雇用し、患者の診療にあたっているという答弁であります。 

以上のような審査ののち、本案については、認定すべきものと決定いたしました。 

次に、「請願第７号 知的障害者が安心して暮らせる入所施設の新設を求める政府意見書の提

出についての請願」については、紹介議員から趣旨説明を受け、種々審査いたしました。 

執行部に対する質疑応答の主なものとして、請願の要旨の中に、国及び地方公共団体は知的障
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がい者への障害福祉サービスを提供する義務を負うこと及び２４時間切れ目のない安心して、快

適に暮らせる入所施設を新設し、グループホーム、ケアホームを充実することとあるが、これら

の要旨をどのように判断をしているのかということについては、障害者自立支援法において市町

村の責務として同様の趣旨が謳われており、この法律に基づいて義務を果たしている。また国の

指針では、知的障がい者が施設ではなく、地域の中で生活できるようにサービスを充実させるこ

ととなっているが、入所施設が必要であるという見解で請願が提出されたものと理解していると

いう答弁であります。 

以上のような審査ののち、採決を行った結果、本件については賛成多数で採択とすべきものと

決定いたしました。 

次に、「市立病院の運営について」は、執行部から「市立病院の現状について」資料の提出並

びに補足説明を受け、種々審査いたしました。 

その審査における質疑応答の主なものとして、経常収支が黒字の場合に地域医療振興協会へ納

付する公益事業負担金を計算するにあたり、賞与として２０％を控除しているが、その取り扱い

はどのようになっているのかということについては、黒字の場合には各施設の判断で当期利益の

２０％まで従事されている方に対して、賞与を支払うことができるように取り決めをしていると

いう答弁であります。 

次に、利益の処分についてはどのようになっているのかということについては、利益がでた場

合には積み立てをおこない、将来の建て替えのための費用や医療機器の購入などに充てられると

いう答弁であります。 

次に、先の委員会で市立病院が公益社団法人になったことにより、法人税を納付する必要がな

くなったため、経常収支が黒字の場合には、経常利益から賞与として２０％を控除した額の

４０％を公益事業負担金として地域医療振興協会の本部に納付することになっている。当初は

２０％の納付であったものが、協会の理事会の決定により率が上乗せされていることに対して、

見直しをするべきではないのかとの意見を出していたが、その後、どのような協議をされたのか

ということについては、納付する率は倍になっているが、法人税を支払う時の負担と比べると低

くなるという判断で決定をしたという説明を受けている。納付した公益事業負担金は震災の復興

に医師を派遣するなどの社会貢献に使われており、市としては、やむを得ないものと判断してい

るという答弁であります。 

この答弁を受けて、市から交付されている地方交付税が含まれている中での黒字であり、まず

は市立病院の改善に役立てるという議論があるべきであり、改めて見直しをするようにという意

見が出されました。 

次に、市立病院の建て替え事業について、基本設計の段階での建設費用はどのくらいになって

いるのかということについては、医療機器を除いた本体工事費、解体費、外構費などで３９億円

程度の金額となっているという答弁であります。 

以上のような審査ののち、本件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審

査とすることに決定いたしました。 

次に、「高齢者福祉対策について」審査した結果、本件は掘り下げた審査をすべきであるとい

うことで、継続審査とすることに決定いたしました。 

次に、「子育て環境について」は、執行部から「子育て支援センターの移設及び業務委託につ

いて」、「枝国保育所の民営化について」資料の提出並びに補足説明を受け、審査した結果、本

件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審査とすることに決定いたしまし

た。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

厚生委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議題中、「認定第１７号 平成２３年度飯塚市立病院事業会計決算の認定」

の委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員は、ご起立願

います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「請願第７号 知的障害者が安心して暮らせる入所施設の新設を求める政府意見書の提

出についての請願」の委員長報告は、採択であります。委員長報告のとおり決することに、賛成

の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり採択されました。 

次に、「市立病院の運営について」、「高齢者福祉対策について」、及び「子育て環境につい

て」、以上３件の委員長報告はいずれも継続審査であります。委員長報告のとおり決することに、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本件３件はいずれも委員長報告のとおり継続審査とすること

に決定いたしました。 

市民文教委員会に付託していました「学校施設等の再編について」を議題といたします。 

市民文教委員長の報告を求めます。２８番 坂平末雄議員。 

○２８番（坂平末雄） 

おはようございます。市民文教委員会に付託を受けていました「学校施設等の再編について」、

審査した結果を報告いたします。 

本件については、執行部から「飯塚市立小中一貫校頴田校共用施設の取り扱いについて」の資

料の提出並びに補足説明を受け、審査した結果、継続審査とすることに決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

市民文教委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「学校施設等の再編について」の委員長報告は、継続審査であります。委員

長報告のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本件は委員長報告のとおり継続審査とすることに決定いたし

ました。 

経済建設委員会に付託していました「認定第１４号」から「認定第１６号」までの３件、「請

願第９号」、「オートレースの運営について」、「産業振興について」及び「建設行政につい

て」、以上７件を一括議題といたします。 

経済建設委員長の報告を求めます。５番 平山 悟議員。 
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○５番（平山 悟） 

おはようございます。経済建設委員会に付託を受けていました認定議案３件、請願１件及び調

査事件３件について、審査した結果を報告いたします。 

「認定第１４号 平成２３年度飯塚市水道事業会計決算の認定」、「認定第１５号 平成

２３年度飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計決算の認定」及び「認定第１６号 平成２３年度

飯塚市下水道事業会計決算の認定」以上３件について、審査した結果、本案３件についてはいず

れも認定すべきものと決定いたしました。 

次に、「請願第９号 馬敷地区への養鶏場開発計画の調査に関する請願」については、紹介議

員からの趣旨説明及び執行部からの資料提出並びに補足説明を受け、種々審査いたしました。 

まず、紹介議員に対する質疑応答の主なものとして、請願者が養鶏場開発に反対している理由

は何か、また本市に対してどういうことを望んでいるのかということについては、事業計画予定

地は以前、別の業者が養鶏場を経営しており、鶏糞の処理や汚水の流出など環境面で周辺の農地

に多大な被害を与え、鶏舎の火災が起こったのちに倒産した経緯があることから、また同様の被

害を受けるのではないかという不安を持たれている。自治会と業者の間で覚書を交わしていると

いう事実のみで判断することなく、今回の計画に関して現地を確認し、一番身近にいる地元住民

の声を聞いてもらいたいという要望であるという答弁であります。 

次に、本件全般に関する質疑応答の主なものとして、今回の養鶏事業計画について市はそのい

きさつを把握しているのかということについては、昨年の８月に事業を計画している業者社長よ

り相談を受け、その後地元住民にも話を伺っているほか、導入を予定している養鶏場施設の視察

もおこなっており、概要については把握しているという答弁であります。 

次に、今回の養鶏事業計画に関して、市は直接関与するものなのかということについては、農

業振興に係る鶏舎などは、都市計画法に基づく開発行為にはあたらないため、養鶏場建設に関し

地元住民の合意が得られれば市が直接に関与するものではないが、今後、環境問題等が発生した

場合は直接的な権限を持つ県保健福祉環境事務所と連携し、市としてもかかわっていく所存であ

るという答弁であります。 

また、審査の過程において委員の中から、民民の問題で市として直接的な権限がないというこ

とであれば不当に介入することはできないので、本請願の採決前の段階で、反対者も含めた当事

者間で十分に協議してもらい、双方で覚書や協定書を結ぶというような手順を踏んでもらいたい

という意見や、養鶏場の管理運営について環境汚染につながらないよう地元住民や業者と連携を

取ってもらいたいという意見が出されました。 

以上のような審査ののち、採決した結果、賛成者なしで不採択とすべきものと決定いたしまし

た。 

次に、「オートレースの運営について」は、執行部から「売上額及び入場者の状況等につい

て」及び「的中券の払戻場所の変更について」の補足説明を受け、審査した結果、本件はさらに

掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審査とすることに決定いたしました。 

次に、「産業振興について」は、「観光資源としての川ひらたの活用について」及び「鯰田工

業団地への誘致活動について」、種々審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、先日行われた「I ＬＯＶＥ 遠賀川」で川ひらたが運航さ

れていたが、市の観光行政においてこの川ひらたを活用する考えはないのかということについて

は、現在は川船製作研究会が管理運営しているが、常時運航は人員や資金の不足等により困難で

あることから、「I ＬＯＶＥ 遠賀川」などのイベントにあわせた臨時運航を検討しており、

この件について市と相談したいという話を当該研究会会長から受けているところであるという答

弁であります。 

この答弁を受けて、委員の中から、川ひらたは旧伊藤伝右衛門邸整備にあわせ、地域振興のた

め取り組まれてきたものであるが、現在は活用されておらず、観光資源として活用できるもので
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あると考えるので、市も積極的にかかわりながら活用の方法を十分に検討してほしいという意見

が出されました。 

次に、鯰田工業団地への企業誘致に関連し、委員の中から、現在、近隣市町村においても建設

が進んでいるメガソーラーの用地をたくさんの企業が探しており、工業団地への誘致を始めた自

治体も現れている中、本市もこういう機会を逃さないよう早急に検討してほしいという意見が出

されました。 

以上のような審査ののち、本件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審

査とすることに決定いたしました。 

次に、「建設行政について」は、「青葉台団地について」、種々審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、先日出されていた田川市の分譲団地の新聞広告と比較すると、

青葉台団地における広告は効果が薄いものに感じる。ＰＲするには中途半端なものではなく、費

用をかけ充実させる必要があるのではないかということについては、現在、広告等について協議

中であるが、費用対効果の面からも他自治体の例も参考にしながら十分に検討したいという答弁

であります。 

以上のような審査ののち、本件はさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、継続審

査とすることに決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

経済建設委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。４番 宮嶋つや子議員。 

○４番（宮嶋つや子） 

 私は「請願第９号 馬敷地区への養鶏場開発計画の調査に関する請願」に賛成の立場から討論

を行います。この馬敷地区の養鶏場建設が持ち上がっているわけですけれども、ここはチクホエ

ッグファームという会社が養鶏場を営んでいました。これは筑穂町の時代ですけれども、筑穂町

の準誘致企業ということで、町を挙げてという感じで、山林を切り開いて広大な土地に養鶏場が

つくられました。ところが、汚水は流す、悪臭はまき散らす、また害虫がでるなどということで、

大変住民の皆さんに被害が出ました。そして、平成１５年の１１月に火災を起こして、鶏舎

１１棟を全焼して約３０万羽の鶏が焼け死んだというふうになっています。その後、この会社は

倒産しまして、焼け跡をそのままの状態にしたということで、今度は産業廃棄物処理、こういう

問題をめぐって、地元の皆さんは裁判まで起こされて、大変な被害を受けました。そういう場所

で、また計画が持ち上がったわけで、住民の皆さんとしては、皆さん集まって反対しようとこう

いう話し合いが行われた。そして、そういう話し合いの解決がつくまでは、工事はしません、着

工しませんというふうに言っていたのに、皆さんの知らないうちに解体工事が始まって、浄化槽

に溜まっていた水が、本当に真っ黒い水でしたけれども、これが川に流れて田んぼの中にも流れ

込むというような被害が出て、こういう約束を守らない業者では以前のようなことになるのでは

ないかということで、信用ができない。こういう本当に地元の、地元中の地元の皆さんの思いで

す。それと、説明会の中で、鳥インフルエンザについて質問をされたそうですけれども、それは

大した問題ではありませんよというように、大変重要な問題であるにもかかわらず、きちっとし

た取り組みが、対応がされていないということでも不信感を持たれています。こういうふうな状

況の中で、本当に自然が豊かでおいしいお米がとれる場所だそうですけれども、そういうことで

地元の皆さん、やっと田んぼが元に戻っておいしいお米がとれるようになった。それなのにまた

こういうことになったということで、心配をされています。地元の皆さんは次に来る会社がどう

いう会社とか、賛成だとか、反対だとかそういうことではなくて、本当にどういう状況なのか、
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地元の意見も聞いてほしいし、現地も見ていただきたい。こういうのが請願の趣旨なわけです。

ぜひ、議会のほうで調査していただきたい。こういう住民の皆さんの意を汲んでいただくように

お願いをして、私の賛成討論といたします。 

○議長（兼本鉄夫） 

ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議題中、「認定第１４号 平成２３年度飯塚市水道事業会計決算の認定」の

委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願いま

す。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第１５号 平成２３年度飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計決算の認定」の委

員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり、認定されました。 

次に、「認定第１６号 平成２３年度飯塚市下水道事業会計決算の認定」の委員長報告は、認

定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「請願第９号 馬敷地区への養鶏場開発計画の調査に関する請願」の委員長報告は、不

採択であります。「請願第９号」を採択することに賛成の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成少数。よって、本件は不採択とすることに決定いたしました。 

次に「オートレースの運営について」、「産業振興について」、及び「建設行政について」、

以上３件の委員長報告は、いずれも継続審査であります。委員長報告のとおり決することに、ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本件３件はいずれも委員長報告のとおり継続審査とすること

に決定いたしました。 

庁舎建設特別委員会に付託していました「庁舎建設に関することについて」を議題といたしま

す。 

庁舎建設特別委員長の報告を求めます。２４番 岡部 透議員。 

○２４番（岡部 透） 

本特別委員会に付託を受けていました、「庁舎建設に関することについて」審査した結果を報

告いたします。 

 本件については、執行部から「庁舎建設に係るスケジュールについて」、「各プロポーザルの

実施要領について」の資料提出並びに補足説明を受け、種々審査いたしました。 

その審査における質疑応答の主なものとして、新庁舎建設工事設計業務委託については、地元

企業育成という観点から地元企業が協力業者として業務に参加できる機会を増やすべきであると

考えるので、プロポーザルの採点項目にそれを具体的に表記するなどの方策は取れないのかとい

うことについては、要領案ではプロポーザルにおける審査項目である「担当するチームの能力」

の中に審査事項として「地域貢献」を設け、加点することにしているが、具体的に「市内協力事

務所の活用」というような表記を加える形で対応していきたいという答弁であります。 

次に、新庁舎建設工事設計業務の内、起債の対象、対象外となるものの内訳はどのようになっ
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ているのかということについては、基本設計、実施設計、各種申請業務の内、基本設計は起債対

象外であるが、そのほかは起債対象であるという答弁であります。 

以上のような審査ののち、本件についてはさらに掘り下げた審査をすべきであるということで、

継続審査とすることに決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

庁舎建設特別委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「庁舎建設に関することについて」の委員長報告は、継続審査であります。

委員長報告のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本件は委員長報告のとおり継続審査とすることに決定いたし

ました 

 平成２３年度決算特別委員会に付託していました「認定第１号」から「認定第１３号」までの

１３件を一括議題といたします。 

平成２３年度決算特別委員長の報告を求めます。１８番 秀村長利議員。 

○１８番（秀村長利） 

 おはようございます。本特別委員会に付託を受けていました認定議案１３件について、審査し

た結果を報告いたします。それぞれの認定議案については、議案書並びに資料の提出を受け、

種々審査いたしました。 

「認定第１号 平成２３年度飯塚市一般会計歳入歳出決算の認定」についての質疑応答の主な

ものとして、行財政改革推進費について、現在までの状況、効果額はどのようになっているのか

ということについては、平成２１年度に行財政改革実施計画第１次改訂版を策定し、行政内部の

改革を中心に４６の推進項目に取り組んでいる。計画における平成２３年度の効果については、

計画額１２億２２００万円に対して１３億１５１５万円となっており、９３１５万円の効果増と

なっているという答弁であります。 

 次に、無料法律相談委託料について、２４０万円の費用により実施されているが、費用対効果

の面からどのような見解を持っているのかということについては、弁護士による専門的な相談を

必要としている市民に対して、その機会を提供することで問題解決の一助となっており、利用し

た多数の市民から好評を得ている。２３年度は４５７件の相談を受け、トラブルを抱える市民に

対して十分貢献できており、効果があるものと考えているという答弁であります。 

次に、指定金融機関派出事務取扱手数料について、指定金融機関の交代制についてどのような

考えをもっているのかということについては、現在、県内２８市中、８市で指定金融機関の交代

制を導入しているが、本市においては合併前の１市４町においても福岡銀行を指定金融機関とし

ており、また当該機関は長年にわたって正確かつ適正な公金事務の実績があることから、変更や

交代制の導入は考えていないという答弁であります。 

この答弁を受け、金融機関として正確で適正な事務を行うのは当然のことであり、いずれの金

融機関においても問題はないと考える。交代制の導入が歳出削減につながることの検討を行い今

後の行財政改革に寄与して欲しいという意見が出されました。 

次に、バス路線維持費について、３千万円を超える赤字補てんを減らす方策を検討しているの

かということについては、一番の方策は多くの方にバスを利用してもらうことであり、県と連携
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しながらバス利用促進キャンペーンを年１回行っているが、大都市とは異なり移動手段が自家用

車中心という現実もあるため、利用が少ない路線等の見直しも含め、検討を進めていく必要があ

ると考えているという答弁であります。 

 この答弁を受け、市のコミュニティバスとの連携など市民にとって利便性の高いバスの運行と

なるよう検討して欲しいという意見が出されました。 

 次に、地域コミュニティ活動補助金について、２３年度で予算措置された７つのまちづくり協

議会のうち、４団体から補助金申請がなされなかった理由は何かということについては、４団体

については平成２３年度末に設立、または設立準備の段階であり補助金の必要性が無かったため

であるという答弁であります。 

 この答弁を受け、必要な予算を組んだはずであり、職員を派遣し協議会発足に向けた準備をし

てきたことが十分ではなかったと思われる。今後は、しっかりと取り組んで欲しいという意見が

出されました。 

 次に、人権同和推進費について、同和関係の集会所、農機具倉庫、納骨堂などの施設について

は今後も市の単費で改修等を行っていくのかということについては、市内には同和関連の集会所

ならびに納骨堂などの施設が８０余施設ある。これらは市の行政財産となっていることから、補

修、改修等は市が責任をもって行っていくものと考えている。しかし、公共施設のあり方に関す

る第１次実施計画にもあるように、今後は施設を地元に移譲する方向で現在関係団体と鋭意協議

を進めているという答弁であります。 

 次に、いつまでに移譲を行うと期限を区切っていないのかということについては、市としては

出来るだけ早い時期に地元移譲を完了したいと考えているが、施設数も多いため関係団体との協

議がうまく進捗していない状況であるという答弁であります。 

次に、障がい者自立支援費、福祉タクシー補助金について、福祉タクシー利用券の実績はどの

ようになっているのかということについては、平成２３年度は５５７人に１８,５８８枚配付し、

利用枚数は１２,４３３枚、平成２２年度は５４９人に１７,９９１枚配付し、利用枚数は

１２,６１３枚、平成２１年度は５１６人に１７,１７２枚配付し、利用枚数は１２,５６４枚、

平成２０年度は５１３人に１７,１３６枚配付し、利用枚数は１２,４５９枚であったという答弁

であります。 

次に、福祉タクシーを必要とされている方々から月３枚のタクシー券をもう１枚増やしてほし

いという要望が出されているが、この要望をかなえるためにはどの程度の予算が必要なのかとい

うことについては、２３年度の交付実績に過去３年間の平均利用率７２％を乗じて試算すると、

約２８０万円の増額が必要となるという答弁であります。 

この答弁を受け、過去の実績から平均の利用率は７２％程度であり、現状の予算枠内において

も１枚追加の要望はかなえられると考える。コミュニティバスには１億数千万円の予算を投じて

いることを考えれば、コミュニティバスが利用できず、本当に移動手段が必要な方々への対応を

ぜひ行うべきであるとの意見が出されました。 

次に、乳児家庭全戸訪問事業費について、２３年度の実績はどのようになっているのかという

ことについては、出生件数１,１６２件のうち保健センター等が実施する新生児訪問、県が実施

する未熟児訪問の１８１件を除く訪問対象件数は９８１件で、事業に係る年度内実訪問件数は

９１３件である。訪問員１人あたりの訪問件数は１日約２件となっているという答弁であります。 

この答弁を受け、本事業は乳児、養育者にとって良い事業であるが、女性訪問員単独での訪問

活動はリスクを伴うケースもあると考えるので対応策を検討のうえ、さらに事業の充実を求める

という意見が出されました。 

 次に、青少年健全育成会補助金について、積算根拠と使途はどのようになっているのかという

ことについては、青少年の健全育成及び非行防止活動支援を目的に各１３地区に組織された青少

年健全育成会に対して、人口割４．４２円と均等割６６,５００円で算出した補助金を支出して
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いる。その使途としては育成会の活動である安全パトロール、非行防止キャラバン、子育て成人

講座等の実施に充てられているという答弁であります。 

 次に、人口割に応じて地区により８万４６００円から１５万２６００円の範囲で支出されてい

るが、目的に応じた十分な金額だと考えるかということについては、地域によって温度差があり

活発なところでは賛助会費を集めて活動している所もあるが、全体的には適切であろうかと考え

ているという答弁であります。 

 次に、住宅用太陽光発電システム設置補助金について、当初予算額に比べ大きな差が生じた理

由は何かということについては、事業開始にあたり九電等からの情報を基に、市内における年間

設置件数を２００件程度と推計し予算化したが、原発問題等により自然エネルギーへの関心が急

速に高まったため当初予定した分は３カ月ほどで終了してしまう予想外の状況となり、補正を行

い最終的に３１８件、２３９９万７千円の補助金を交付したという答弁であります。 

 この答弁を受け、自然エネルギーへの関心は現在も高く、環境保全への有効策でもあるので今

後も予算確保等十分に対応して欲しいという意見が出されました。 

 次に、旧最終処分場湧出ガス調査委託料について、平成１７年度以降３年毎に調査が実施され

ているが２３年度の結果はどうであったのかということについては、調査箇所１１カ所のうち、

一部でメタンが検出されたものの、いずれも変動範囲内であり、ガス発生量としては測定限界値

を下回っていることから最終処分場としては安定期を迎えているものと考えているという答弁で

あります。 

 この答弁を受け、ガス調査に関しては、次回の結果によっては必要なくなると考えるので地元

への十分な説明等を行い対応して欲しいという意見が出されました。 

次に、飯塚市桂川町衛生施設組合負担金、ふくおか県央環境施設組合負担金について、施設の

再編、集約等についてはいつまでにどのように検討するのかということについては、公共施設の

あり方に関する第１次実施計画の中で平成２４年度末を目途として、その方向性、構想等につい

て決定することになっており、事務レベルの担当者間で検討を進めているという答弁であります。 

次に、住宅リフォーム補助金について、その実績はどのようになっているのかということにつ

いては、平成２３年度の実績としては申請件数１２４件で工事費としては約１億５千万円となっ

ており、工事の内訳はバリアフリー工事１８件、省エネ工事１８件、耐震工事１件、耐久性工事

８７件となっているという答弁であります。 

次に、住宅リフォーム補助金の今後の見通しはどうなっているのかということについては、平

成２３年度については国の補助があったが、２４年度は市の単費で事業を実施しており２５年度

については継続を予定しているが、それ以降の継続については現在のところ未定であるという答

弁であります。 

次に、教育研究所費について、決算額はあまり大きな額ではないが、本市においての教育研究

所の陣容はどのようになっているのかということについては、研究所の職員構成としては所長

１名、事務補助１名、研究員・教諭５名、スクールカウンセラー４名、スクールソーシャルワー

カー１名となっている。このうち所長と事務補助が専任であるという答弁であります。 

この答弁を受け、小中一貫校の新設や耐震化等ハード面の整備は進んだが、生徒指導や学力向

上などソフト面の強化も重要であるので専任職員、研究員の増員も検討すべきであるという意見

が出されました。 

次に、就学援助費について、２３年度の状況では生活保護世帯を除いて、なお全児童生徒の

２割を超える子どもたちが就学援助を受けており、大変厳しい状況にあると思うが、制度の周知

をどのように図っているのかということについては、毎年２月に学校を通じて全児童生徒の保護

者に対して周知を行うなどの対応をするとともに、教員等においては生徒の様子や家庭の経済状

況等を把握する中で、必要に応じて保護者に制度のお知らせを行うなどしているという答弁であ

ります。 
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次に、歳入・ふるさと応援寄附金について、その経緯はどのようになっているのかということ

については、平成２０年度の地方税法の改正により、ふるさと納税制度が創設され、本市でも飯

塚市ふるさと応援寄附事業として開始している。これまでの寄附の状況としては平成２０年度・

３５件・１９４万円、２１年度・５０件・５６５万５千円、平成２２年度・１１８件・８５１万

円、平成２３年度・１１０件・８０４万２千円となっている。オートレース選手会や関東・関西

における本市内高校の同窓会の協力やＰＲ活動により、多くのふるさと応援寄附金が集まってい

るという答弁であります。 

このほか、審査の過程において、コンプライアンスの強化と管理監督職への徹底について、ま

ちづくり推進事業委託料について、同和関係事業の一般施策化について、自治会関係費について、

地域支え合い体制づくり事業について、シルバー人材センター補助金について、扶助費の適正執

行について、健康づくり推進費について、病院事業会計補助金について、緊急雇用創出事業につ

いて、久保白ダム土地改良区補助金について、農業後継者育成対策事業費補助金について、企業

誘致推進費について、企業立地推進補助金について、新技術・新製品開発補助金について、観光

施設整備費について、消防施設設備費についてのほか、多事項にわたって指摘なり要望がなされ

ました。 

以上のような審査ののち、委員の中から、本案に賛成であるが、弾力性のある地域向け補助金

の支出を早急に実現すること。頴田地区の自治公民館の維持修繕については市の責務とし見直す

ことを求めるとする意見が出され、採決の結果、賛成多数で、本案については、認定すべきもの

と決定いたしました。 

 次に、「認定第２号 平成２３年度飯塚市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定」につい

ての質疑応答の主なものとして、国保税に係る差し押さえ状況はどのようになっているのかとい

うことについては、合併後は１９年度をピークとして減少しており、平成２３年度の差し押さえ

件数は１,１７５件で、２２年度と比較して３６件の減となっている。これらは滞納に際しては

差し押さえを基本とした徴収を行うことが市民の皆さんに浸透したこと、納税相談の機会増加、

健康生活に直結する必要不可欠な制度に基づいた税であることのご理解が進んだことなどの理由

により、自主納付される方が増えたことが要因であると分析しているという答弁であります。 

 以上のような審査の後、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきものと決

定いたしました。 

 次に、「認定第３号 平成２３年度飯塚市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定」については、

種々審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきものと決定いたし

ました。 

 次に、「認定第４号 平成２３年度飯塚市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定」につ

いては、審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきものと決定い

たしました。 

 次に、「認定第５号 平成２３年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定」

については、種々審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきもの

と決定いたしました。 

 次に、「認定第６号 平成２３年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算の認定」

については、種々審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきもの

と決定いたしました。 

 次に、「認定第７号 平成２３年度飯塚市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定」に

ついては、審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきものと決定

いたしました。 

次に、「認定第８号 平成２３年度飯塚市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定」並

びに「認定第９号 平成２３年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定」、以上
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２件については、審査した結果、いずれも認定すべきものと決定いたしました。 

次に、「認定第１０号 平成２３年度飯塚市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定」につい

ての質疑応答の主なものとして、駐車場建設に係る借入金の返済状況はどのようになっているの

かということについては、平成２４年度で市債の償還が完了するという答弁であります。 

この答弁を受け、今後の市街地整備に合わせて本駐車場については、売却を念頭に検討を進め

るべきであるという意見が出されました。 

以上のような審査ののち、本案については認定すべきものと決定いたしました。 

 次に、「認定第１１号 平成２３年度飯塚市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定」

については、種々審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、本案については認定すべきもの

と決定いたしました。 

次に、「認定第１２号 平成２３年度飯塚市汚水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定」につ

いては、審査した結果、認定すべきものと決定いたしました。 

次に、「認定第１３号 平成２３年度飯塚市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定」につ

いての質疑応答の主なものとして、平成２１年に給食費が値上げされたが、その影響で収納率が

下がったというようなことはあるかということについては、そのような影響はなく収納率は年々

向上しているという答弁であります。以上のような審査ののち、採決を行った結果、賛成多数で、

本案については認定すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

平成２３年度決算特別委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。４番 宮嶋つや子議員。 

○４番（宮嶋つや子） 

 日本共産党の宮嶋つや子です。私はただいま行われました決算特別委員長報告にありました、

認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第６号、認定第７号及び

認定第１１号、認定第１３号について、反対の立場から討論を行います。 

「認定第１号 平成２３年度飯塚市一般会計決算の認定」についてです。大変厳しい雇用、経

済情勢の中、仕事興し、雇用の確保など効果があると待ち望まれた住宅リフォーム補助金は、

１千万円の予算で１億５千万円の仕事興しができました。地域経済への波及効果と併せて、転出

抑制にもつながっているということです。この制度については大いに賛成であり、今後も増額し

て続けていくべきだと思います。しかし、部落解放同盟と同和会への補助金は、その根拠もあい

まいなまま、毎年多額の税金がつぎ込まれています。子どもの参加も少ない解放子ども会は廃止

し、地域の子ども会活動と一緒にすべきであります。以上、第１号に対しての反対討論とします。 

「認定第２号 平成２３年度飯塚市国民健康保険特別会計決算の認定」についてです。実質収

支は４７００万円の黒字だが、実質単年度収支は３億５千万円の赤字ということです。厳しい経

済情勢のもと、家庭の収入もふえない中で、高すぎて払えない国民健康保険税のため、滞納者が

ふえ、資格証や短期保険証の発行が行われています。命と健康を守るべき健康保険で医療を受け

られないということがあってはなりません。一般会計からの繰り入れをおこない、健全な国保運

営を行うべきです。以上、反対討論とします。 

次に、「認定第５号 平成２３年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計決算の認定」について

です。貸し付けは既に終了し、改修だけになっているのに、滞納額がふえている状況が続いてい

ます。滞納については保証人も含めて、死亡や行方不明などについて、十分精査し、改善すべき

であります。認定第１２号… 

○議長（兼本鉄夫） 
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 １１号でしょう。 

○４番（宮嶋つや子） 

 はい。「認定第１１号 平成２３年度飯塚市工業用地造成事業特別会計決算の認定」について

です。鯰田工業団地は売れる見通しもなく、多くの市民の反対を押し切って造成されました。こ

の借金返しに１億３千万円もの税金をつぎ込んでいる。このことに対して、本会計には反対いた

します。以上で討論を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議題中、「認定第１号 平成２３年度飯塚市一般会計歳入歳出決算の認定」

の委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願い

ます。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第２号 平成２３年度飯塚市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定」の委員

長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第３号 平成２３年度飯塚市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定」の委員長報

告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第４号 平成２３年度飯塚市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定」の委

員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第５号 平成２３年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定」

の委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願い

ます。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第６号 平成２３年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算の認定」

の委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願い

ます。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第７号 平成２３年度飯塚市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定」の

委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願いま

す。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第８号 平成２３年度飯塚市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定」、

「認定第９号 平成２３年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定」及び「認定

第１０号 平成２３年度飯塚市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定」、以上３件の委員長報
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告は、いずれも認定であります。委員長報告のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案３件はいずれも委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第１１号 平成２３年度飯塚市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定」

の委員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願い

ます。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第１２号 平成２３年度飯塚市汚水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定」の委

員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

次に、「認定第１３号 平成２３年度飯塚市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定」の委

員長報告は、認定であります。委員長報告のとおり決することに、賛成の議員はご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり認定されました。 

 暫時休憩いたします。 

 

午前１１時１９分 休憩 

 

午前１１時３０分 再開 

 

○議長（兼本鉄夫） 

 本会議を再開いたします。 

「議案第８８号 平成２４年度飯塚市一般会計補正予算（第７号）」から「議案第１３４号 

専決処分の承認（平成２４年度飯塚市一般会計補正予算（第６号））」までの４７件を、一括議

題といたします。提案理由の説明を求めます。副市長。 

○副市長（田中秀哲） 

 ただいま上程になりました議案のうち、まず予算関連議案から別冊の補正予算書により提案理

由のご説明をいたします。３ページをお願いいたします。「議案第８８号 平成２４年度飯塚市

一般会計補正予算（第７号）」につきましては、第１条で、既定の予算総額に１億６８１２万

８千円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を６０５億５７００万２千円とするもので、今

回の補正につきましては、歳入歳出全般について前期実績に基づいた経費の見直しと、今後の所

要額を見込んで補正するものでございます。 

第２条（繰越明許費の補正）は、８ページの「第２表」に記載しておりますように、「川島納

骨堂建替事業」以下５件の事業につきまして、年度内の完了が見込めないため追加するものでご

ざいます。また、「鎮西地区児童館建設事業」以下４件につきましては、潤野・蓮台寺・鎮西小

中学校統合事業に係る用地購入費を追加することに伴い変更するものでございます。 

第３条（債務負担行為の補正）は、９ページの「第３表」に記載しておりますように、「子育

て支援センター運営委託料」以下４件につきまして、後年度の債務負担に係る期間及び限度額を

定めるため追加するものでございます。また、「飯塚第一中学校増築等事業」につきましては、

契約の確定により年度割の変更を行うものでございます。 

第４条（地方債の補正）は、１０ページの「第４表」に記載しておりますように、「保育所施

設整備事業費」以下１９件につきましては、起債対象事業費の確定などに伴い変更を行うもので

ございます。なお、内容の説明につきましては、省略させていただきます。 
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特別会計につきましては、今回補正いたしました１０の会計のうち主なものについてご説明を

いたします。１２１ページをお願いいたします。「議案第８９号 平成２４年度飯塚市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）」につきましては、第１条で既定の予算総額に３億９０８４万

３千円を追加しておりますが、前期の実績等を基に歳入の国民健康保険税の減額、歳出の保険給

付費の追加などを補正いたしております。 

１４１ページをお願いいたします。「議案第９０号 平成２４年度飯塚市介護保険特別会計補

正予算（第１号）」につきましては、第１条で保険事業勘定の既定の予算総額に１億４８８８万

８千円を追加しておりますが、前期の実績等に基づく保険料及び保険給付費などの補正を行うも

のでございます。 

１８５ページをお願いいたします。「議案第９３号 平成２４年度飯塚市小型自動車競走事業

特別会計補正予算（第２号）」につきましては、第１条で既定の予算総額から５８億２８万５千

円を減額いたしておりますが、主に歳入で前期実績等に基づき勝車投票券発売収入を減額し、歳

出でこれに伴う開催経費の減額をするものでございます。第２条（債務負担行為）につきまして

は、１８７ページの「第２表」に記載しておりますように、「自動発払機借上料」及び「マルチ

ビジョン借上料」について、後年度の債務負担に係る期間及び限度額を定めるものでございます。 

２２９ページをお願いいたします。「議案第９８号 平成２４年度飯塚市学校給食事業特別会

計補正予算（第３号）」につきましては、第１条で既定の予算総額から１億３２８２万１千円を

減額いたしておりますが、主に自校式給食施設整備事業費の契約額確定による補正を行うもので

ございます。第２条（繰越明許費の補正）は、２３１ページの「第２表」に記載しておりますよ

うに、潤野・蓮台寺・鎮西小中学校統合事業に係る自校式給食施設分の用地購入費を追加するこ

とに伴い変更するものでございます。第３条（債務負担行為）につきましては、同じく

２３１ページの「第３表」に記載しておりますように、立岩小学校以下５校の平成２５年度から

の「給食調理等業務委託料」について、後年度の債務負担に係る期間及び限度額を定めるもので

ございます。第４条（地方債の補正）は、２３２ページの「第４表」に掲げておりますように、

学校給食施設整備事業費の確定などにより変更するものでございます。 

続きまして、議案番号が飛びますが、議案第１３４号の専決処分の承認につきましては、地方

自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、報告を行い、承認を求め

るものでございます。別冊で、平成２４年１１月１６日専決と記載しております補正予算書によ

りご説明いたします。１ページをお願いいたします。「専決第３４号 平成２４年度飯塚市一般

会計補正予算（第６号）」につきましては、第１条で既定の予算総額に５１５８万８千円を追加

いたしまして、歳入歳出予算の総額を６０３億８８８７万４千円とするもので、去る１１月

１６日の衆議院解散に伴い、１２月１６日に執行される衆議院議員総選挙に係る経費について補

正するものでございます。 

続きまして、予算関連議案以外の議案についてご説明いたします。議案書をお願いいたします。

１ページをお願いいたします。「議案第１０３号 飯塚市事務分掌条例の一部を改正する条例」

につきましては、行財政改革に基づく組織の再編に伴い、事務分掌を改めるものでございます。 

５ページをお願いいたします。「議案第１０４号 飯塚市教育事務の職務権限の特例に関する

条例」につきましては、行財政改革に基づく組織の再編に伴い、学校体育を除くスポーツに関す

ることを市長が管理執行しようとするものでございます。 

８ページをお願いいたします。「議案第１０５号 飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例」につきましては、国民健康保険事業の健全な運営を図るため、国民健康保険税の税率を

改定し、普通徴収に係る規定を加えるものでございます。 

１３ページをお願いいたします。「議案第１０６号 飯塚市立小学校設置条例の一部を改正す

る条例」につきましては、小中一貫校化に伴い、頴田小学校の位置を変更するものでございます。 

１５ページをお願いいたします。「議案第１０７号 飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目
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的外使用に関する条例」につきましては、小中一貫校頴田校の公民館と共用する特別教室を学校

教育以外の目的に使用させることについて必要な事項を定めるものでございます。 

１８ページをお願いいたします。「議案第１０８号 飯塚市公民館条例の一部を改正する条

例」につきましては、頴田子育て支援センターとして利用するため、頴田公民館の一部を使用対

象施設から削り、小中一貫校頴田校に頴田公民館を併設するものでございます。 

２３ページをお願いいたします。「議案第１０９号 飯塚市立図書館条例の一部を改正する条

例」につきましては、小中一貫校頴田校に飯塚市立図書館頴田館を併設するものでございます。 

２５ページをお願いいたします。「議案第１１０号 旧伊藤伝右衛門邸条例及び飯塚市歴史資

料館条例の一部を改正する条例」につきましては、旧伊藤伝右衛門邸と歴史資料館の休館日を統

一するものでございます。 

２７ページをお願いいたします。「議案第１１１号 飯塚市立保育所条例の一部を改正する条

例」につきましては、飯塚市立枝国保育所を平成２６年３月３１日で廃止するものでございます。 

２９ページをお願いいたします。「議案第１１２号 飯塚市子育て支援センター条例の一部を

改正する条例」につきましては、庄内及び頴田子育て支援センターの位置及び休所日を変更する

ものでございます。 

３１ページをお願いいたします。「議案第１１３号 飯塚市放課後児童健全育成事業実施条例

の一部を改正する条例」につきましては、児童クラブの利用料を改定するものでございます。 

３３ページをお願いいたします。「議案第１１４号 飯塚市児童センター及び児童館条例の一

部を改正する条例」につきましては、小中一貫校頴田校に頴田児童館を併設するものでございま

す。 

３５ページをお願いいたします。「議案第１１５号 飯塚市同和会館及び人権啓発センター条

例の一部を改正する条例」につきましては、使用料について１時間単位に統一・平準化を行い、

納入方法の規定を整備するものでございます。 

４０ページをお願いいたします。「議案第１１６号 飯塚市介護サービス事業等の人員、設備

及び運営の基準等に関する条例」につきましては、「地域の自主性及び自立性を高めるための改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」いわゆる「一括法」により条例委任事項と

なりました「指定地域密着型サービス事業者の従業者資格等」について定めるものでございます。 

４７ページをお願いいたします。「議案第１１７号 飯塚市廃棄物の減量及び処理の適正化等

に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、「一括法」により条例委任事項となりま

した「一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格」について定めるものでございます。 

５０ページをお願いいたします。「議案第１１８号 飯塚市小型自動車競走実施条例の一部を

改正する条例」につきましては、飯塚競走場の入場料を無料化するものでございます。 

５２ページをお願いいたします。「議案第１１９号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条

例」につきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「都市公園の敷地面積の標準

等」について定めるものでございます。 

７３ページをお願いいたします。「議案第１２０号 飯塚市道路構造の基準に関する条例」に

つきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「市道の構造の技術的基準」につい

て定めるものでございます。 

９０ページをお願いいたします。「議案第１２１号 飯塚市道路標識の寸法に関する条例」に

つきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「市道に設置する標識の寸法」等に

ついて定めるものでございます。 

９４ページをお願いいたします。「議案第１２２号 飯塚市移動等円滑化に必要な道路の構造

に関する基準を定める条例」につきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「道

路のバリアフリー基準」について定めるものでございます。 

１０６ページをお願いいたします。「議案第１２３号 飯塚市準用河川の河川管理施設等の構
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造の基準に関する条例」につきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「準用河

川の河川管理施設等の構造の基準」について定めるものでございます。 

１１９ページをお願いいたします。「議案第１２４号 飯塚市市営住宅条例の一部を改正する

条例」につきましては、「一括法」により条例委任事項となりました「市営住宅の入居者資格

等」について定めるものでございます。 

１２６ページをお願いいたします。「議案第１２５号 飯塚市市営住宅等整備基準条例」につ

きましては、「一括法」により条例委任事項となりました「市営住宅等の整備基準」について定

めるものでございます。 

１３０ページの議案第１２６号及び１３４ページの議案第１２７号につきましては、のちほど

ご説明いたします。 

１３９ページをお願いいたします。「議案第１２８号 財産の譲渡」につきましては、公立保

育所の民営化にあたり、鎮西保育所の園舎建物を社会福祉法第５８条第１項の趣旨に基づき、

「社会福祉法人 東雲会」に無償で譲渡するものでございます。 

１４２ページをお願いいたします。議案第１２９号から１４５ページの第１３１号までの３件

につきましては、福岡県市町村災害共済基金組合を解散するにあたり、規約の変更、組合の解散

及び解散に伴う財産処分をするものでございます。 

１４７ページをお願いいたします。「議案第１３２号 飯塚市過疎地域自立促進計画の一部変

更」につきましては、飯塚市過疎地域自立促進計画の一部を変更し、筑穂庁舎の一部改修、地域

産品のブランド化、観光資源の発掘事業の支援等の項目を加えるものでございます。 

１５３ページをお願いいたします。「議案第１３３号 市道路線の認定」につきましては、寄

附採納及び開発行為に伴い４路線を認定するものでございます。 

以上、簡単ですが、提案理由の説明を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

上下水道事業管理者。 

○上下水道事業管理者（梶原善充） 

 続きまして、上下水道事業関連議案のうち予算関連議案の提案理由をご説明いたします。別冊

になっております補正予算書の１ページをお願いいたします。「議案第９９号 平成２４年度飯

塚市水道事業会計補正予算(第３号)」につきましては、第３条の収益的収入で、３５８万２千円

を減額いたしまして、予算の総額を２０億５３０８万２千円とするものでございます。主な理由

といたしましては、消費税及び地方消費税還付金の減によるものでございます。 

２ページをお願いいたします。収益的支出につきましては、１５８４万円を減額いたしまして、

予算の総額を１９億８５８９万４千円とするものでございます。主な理由といたしましては、人

件費の減、執行残の整理等によるものでございます。第４条の資本的収入で、３億６８１９万

１千円を減額いたしまして、予算の総額を１０億９９３２万２千円とするものでございます。主

な理由といたしましては、事業の執行残に伴う企業債・出資金の減によるものでございます。 

３ページの資本的支出につきましては、３億９９３９万３千円を減額いたしまして、予算の総

額を１９億１５５２万７千円とするものでございます。主な理由といたしましては、人件費の減、

執行残の整理等によるものでございます。内容の説明は省略させていただきます。 

２７ページをお願いいたします。「議案第１００号 平成２４年度飯塚市産炭地域小水系用水

道事業会計補正予算(第２号)」につきましては、予算第２条の収益的収入で、３８万６千円を減

額いたしまして、予算の総額を２３９２万４千円とするものでございます。主な理由といたしま

しては、給水収益の減によるものでございます。収益的支出につきましては、５６９万５千円を

減額いたしまして、予算の総額を３２９５万４千円とするものでございます。主な理由といたし

ましては、人件費の減によるものでございます。内容の説明は省略させていただきます。 

３５ページをお願いいたします。「議案第１０１号 平成２４年度飯塚市下水道事業会計補正
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予算(第１号)」につきましては、第３条の収益的収入で、１７２２万８千円を増額いたしまして、

予算の総額を１３億５２１１万２千円とするものでございます。主な理由といたしましては、下

水道使用料、消費税及び地方消費税還付金の増でございます。収益的支出につきましては、

４５２４万９千円を減額いたしまして、予算の総額を１２億５２９８万１千円とするものでござ

います。主な理由といたしましては、人件費、支払利息の減、執行残の整理等によるものでござ

います。 

３６ページをお願いいたします。第４条の資本的収入で、８００８万７千円を減額いたしまし

て、予算の総額を１２億２５１３万円とするものでございます。主な理由といたしましては、国

庫補助金の減額によるものでございます。資本的支出につきましては、６５０３万１千円を減額

いたしまして、予算の総額を１９億２００１万１千円とするものでございます。主な理由といた

しましては、人件費の減、国庫補助金の減に伴う事業費の減額等によるものでございます。内容

の説明は省略させていただきます。 

引き続き、予算関連以外の議案についてご説明いたします。議案書の１３０ページをお願いい

たします。「議案第１２６号 飯塚市水道事業給水条例の一部を改正する条例」につきましては、

「一括法」による「水道法」の改正に伴い、「布設工事監督者を配置すべき工事の範囲」、「布

設工事監督者と水道技術管理者の資格」について、条例で定めることとされたため、関係規定を

整備するものでございます。 

１３４ページをお願いいたします。「議案第１２７号 飯塚市下水道条例の一部を改正する条

例」につきましては、同じく「一括法」による「下水道法」の改正に伴い、「公共下水道の構造

の技術上の基準」、「終末処理場の維持管理の基準」について、条例で定めることとされたため、

関係規定を整備するものでございます。 

以上、簡単ですが、上下水道事業関連議案の提案理由の説明を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

保健福祉部長。 

○保健福祉部長（大久保雄二） 

 「議案第１０２号 平成２４年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号）」について、ご説

明いたします。別冊となっております、平成２４年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号）

の１ページをお願いいたします。第２条に、病院の建て替え事業を平成２４年度から平成２７年

度まで実施するため、新たに継続費４０億６１９５万２千円を定めるものでございます。内容の

説明につきましては省略させていただきます。 

以上、簡単ですが、ご説明を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

提案理由の説明が終わりましたが、上程議案４７件に対する質疑は、１２月１３日の本会議で

行いたいと思いますので、ご了承願います。なお、上程議案中、「議案第１０４号」につきまし

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２４条の２第２項の規定により、教育委員会

の意見を聴くこととなっておりますので、１２月１３日の本会議において報告を求めます。 

お諮りいたします。明１２月１日から１２月１０日までの１０日間は、休会といたしたいと思

います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、明１２月１日から１２月１０日までの１０日間は、休会と決

定いたしました。 

以上をもちまして、本日の議事日程をすべて終了いたしましたので、本日は、これにて散会い

たします。 

 

午前１１時５８分 散会 
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